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１．技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

 

 原子炉建屋周辺からの地下水流入抑制のための対応策について提案を行う。原子炉建屋に

流入する地下水の供給源は【汚染水処理対策委員会(第 5回)資料 3－P8】から大きく分けて

２系統あるものと推定される。１つは１Ｆ敷地内の降雨が浸透し、地下水となって段丘堆積

層を流下する地下水（以下、堆積層浸透地下水と称す）であり、もう１つは１Ｆ敷地西方を

涵養域とし、富岡層互層部内の介在砂層を流下してくる地下水（以下、互層部浸透地下水と

称す）である。 

 現在、堆積層浸透地下水を地下水バイパスを使用して排水し、建屋等への流入量を減少さ

せることが計画されているが、地下水の汲み上げが中断されている。また、海側からは新た

な汚染水汲み上げが開始されている。敷地内での総タンク容量を考えると、汚染水発生量を

減少させることが最重要課題であることは明白である。 

 そこで、下記の条件で施工できる工法を検討し、それらを効果的に組み合わせることで地

下水の建屋等への流入量を抑制することを考察している。 

✓地下水の汲み上げを極力しない 

✓短い期間で施工できる 

 検討結果は別紙添付資料に記載している。 

 検討の概要は、以下のとおりである。 

  ①互層部浸透地下水の総量を減少させるために、 

・東電敷地と民地との境界付近にｼｰﾄﾊﾟｲﾙ工法による遮水壁を設ける   

・４号Ｒ／Ｂ付近直下の互層に薬液注入を行い、互層からの地下水流入を抑制する 

  ②堆積層浸透地下水の総量を減少させるために、 

・敷地全体のフェーシング計画 

・集水溝またはグラベル連壁等による地下水迂回計画 

③タンク群の不等沈下対策として 

・地下ダム（遮水壁）の設置 

  ④長期的な観点での汚染水漏洩対策として、 

・１０ｍ盤にベントナイト遮水壁（透水係数：1×10-10～10-13m/sec 程度）を設ける 

 上記の構造物を、その目的に応じ、組合せて構築していくことを提案する。 

 組合せを図－１にしめす。これらの対応策を実施に移すことにより、建屋等に流入する地

下水を抑制することが出来ると考える。 
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図－１ 地下水流入抑制のための対応策（組合せ表） 

 TYPE-1 はタンク群下部の地下水位を保持しながら、流入量を抑制する場合を想定した。 

 TYPE-2 と TYPE-3 は海抜 35m ｴﾘｱから 10m ｴﾘｱに流下する地下水対策手法の違いにより区分

されたものである。コストはほぼ同等である。地下水の流向、流速等をよく照査した上で、

検討を進める。 

 TYPE-4 は、長期的（100 年を超えるｵｰﾀﾞｰ）な観点での提案である。 

 

２．備考（以下の点など、可能な範囲で御記入いただけますようお願いします） 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

 

  ベントナイト壁は六カ所における余裕深度処分施設の地下空洞型処分施設閉鎖技術確

証試験において実績のある工法である。それ以外は既存の技術で対応可能。 

 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

 

  施工工事スピードの向上を目指すために、試験施工（鋼矢板打設工事及び薬液注入工事）

を実施する。 

 

・その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

 

  特になし 
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